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(54)【発明の名称】 移動式作業肺活量測定システム

(57)【要約】
本発明は、被験者の身体に取り付けることができる携帯
用測定ユニットにして、呼吸気体を集めるためのマウス
ピースまたはマスク（１）と、気体の体積または量のた
めのセンサー（２）と、呼吸気体内のＣＯ

2
／Ｏ

2
濃度

を決定するためのセンサー（４，５）と、信号処理シス
テム（１４）と、遠隔測定モジュール（１２）とを組み
込む携帯用測定ユニットを具備する移動式作業肺活量測
定システムに関する。前記システムは、さらに、遠隔測
定モジュール（１２）への無線接続を生じさせるための
遠隔測定ユニット（２５）を有するコンピュータ支援基
地局を具備する。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】   被験者の身体に取り付けることができる携帯用測定ユニッ

トにして、呼吸気体を集めるためのマウスピースまたはマスクと、気体の体積ま

たは量のためのセンサーと、呼吸気体内のＣＯ2／Ｏ2濃度を決定するためのセン

サーと、信号処理システムと、遠隔測定モジュールとを組み込む携帯用測定ユニ

ットと、

  遠隔測定モジュールへの無線接続を生じさせるための遠隔測定ユニットを有す

るコンピュータ支援基地局と

を具備する移動式作業肺活量測定システムにおいて、

  前記遠隔測定モジュールによって、遠隔測定ユニットへの二方向送信経路が、

データおよびコマンドを送信するために設定され、この目的のために、送受信器

サブアセンブリが各々の場合において設けられ、これにより、さらに基地局から

、測定ユニットの操作に関する情報または要求を被験者へオンラインで伝達する

ことが可能であり、かつ／または、テストの進行を変更することが可能であり、

  前記信号処理システムは、受信した符号化コマンドを、行動に関する指示また

は類似的な情報の変換および音声出力のための音声モジュールへ送信することを

特徴とする移動式作業肺活量測定システム。

    【請求項２】   前記基地局内の遠隔測定ユニットは、自動周波数選択装置

を具備し、これにより、周波数帯域を走査した後に、および／または、テストデ

ータの送信手順の後に、最適な送信品質をもたらすと予想される遠隔測定周波数

を設定することができることを特徴とする請求項１に記載の移動式作業肺活量測

定システム。

    【請求項３】   前記測定ユニットは、心拍数検出器と、マルチチャンネル

ＥＣＧモジュールとをさらに具備し、これにより、作業肺活量測定データおよび

心臓学的データの検出および記憶が、信号処理装置により同期的に実行されるこ

とを特徴とする請求項１または請求項２に記載の移動式作業肺活量測定システム

。

    【請求項４】   前記測定ユニット内のデータのバックアップを行うための

メモリが設けられ、データセットは、指定されたフォーマットで記憶され、かつ
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、選択可能な間隔の間に、選択可能な開始時刻によって、各々の連続的呼吸に、

および／または、全てのまたは選択されたパラメータに関して測定されたデータ

の全順序に特定的に関連づけられたデータを具備することを特徴とする請求項３

に記載の移動式作業肺活量測定システム。

    【請求項５】   前記信号処理装置によって、作業肺活量測定パラメータは

、得られたデータから計算され、かつ、これらの計算されたデータは、メモリに

堆積され、かつ／または、表示することができ、または、被験者へ音響的に伝達

することができることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれかに記載の移

動式作業肺活量測定システム。

    【請求項６】   前記信号処理装置は、外部コマンドの有無によらずに、利

用可能な測定データから、および／または、実験の進行から、被験者の行動に関

する指示を得て、かつ、これらの指示を音声モジュールによって被験者へ送信す

ることを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の移動式作業肺活量

測定システム。

    【請求項７】   前記音声モジュールは、ディジタルメモリを具備し、該デ

ィジタルメモリには、情報を音響的に表す単語、単語グループ、および、他の手

段が記憶されることを特徴とする請求項１から請求項６のいずれかに記載の移動

式作業肺活量測定システム。

    【請求項８】   前記信号処理装置によって、ディジタルメモリに記憶され

た単語または単語グループから、現在の状況に適切なコマンド指向の単語の組み

合わせが、調整された方法で選択され、連結され、かつ、出力されることを特徴

とする請求項７に記載の移動式作業肺活量測定システム。

    【請求項９】   前記測定ユニットは、呼吸気体の周囲温度を検出するため

のセンサー、および／または、呼吸気体の湿度を検出するためのセンサー、およ

び／または、差圧値のような他の関連量を検出するためのセンサーを具備し、次

に、これらのセンサーの信号は、呼吸気体センサーにより信号で送信された値を

校正および訂正するために用いられることを特徴とする請求項１から請求項８の

いずれかに記載の移動式作業肺活量測定システム。

    【請求項１０】   前記携帯用測定ユニットは、基地局、パーソナルコンピ
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ュータ、または、医療技術装置とデータを交換するためのさらなるインターフェ

ースを具備することを特徴とする請求項１から請求項９のいずれかに記載の移動

式作業肺活量測定システム。

    【請求項１１】   前記基地局は、補足的サブアセンブリとして設計される

二方向遠隔測定ユニットとの接続を生じさせるためのインターフェースを具備す

ることを特徴とする請求項１に記載の移動式作業肺活量測定システム。

    【請求項１２】   前記携帯用測定ユニットは、ケーブルによって接続され

た２つのハウジング構成要素からなり、かつ、携帯用安全ベルトまたはフレーム

によって、該ハウジング構成要素は、各々が、肩／鎖骨の近傍における身体の上

方部分に配置されることを特徴とする請求項１から請求項１１のいずれかに記載

の移動式作業肺活量測定システム。
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【発明の詳細な説明】

      【０００１】 

    【発明の属する技術分野】

  本発明は、請求項１の序文節（precharacterizing clause）による移動式作業

肺活量測定（mobile ergospirometry）システムに関する。すなわち、前記シス

テムは、第一に、被験者に取り付けることができかつ呼吸気体を集めるためのマ

ウスピースまたはマスクを組み込む携帯用測定ユニット（portable measurement

 unit）と、気体の体積または量のためのセンサーと、呼吸気体内のＣＯ2／Ｏ2

濃度を決定するためのセンサーと、信号処理システムと、遠隔測定（telemetry

）モジュールとを具備する。前記システムは、第二に、前記携帯用ユニットの遠

隔測定モジュールとの無線接続を生じさせるための遠隔測定を有するコンピュー

タ支援基地局（computer-assisted base station）を具備する。

      【０００２】 

    【従来の技術】

  例えば、実験室の外での緊張（stress）の研究のための移動式作業肺活量測定

ユニットについては、ここ数年の間に知られてきている。このような移動式シス

テムによって、自然な状態の下での分析、および、緊張状況での分析を、運動競

技場または職場において直接的に行うことができる。遠隔測定ユニットは、測定

データをパーソナルコンピュータまたはノートブックへリアルタイムで送信する

ために用いられ、これにより、データの評価後に、訓練または練習の期間を適切

に管理することができる。このような装置は、仕事、運動、および、リハビリテ

ーション医学の領域における行動に関する医療診断において、新たな応用分野を

開放する。

      【０００３】 

  ＰＣＴ－ＷＯ９８／５３７３２号特許は、遠隔測定式データ転送ユニットを備

えた携帯用作業肺活量測定システムを開示している。前記特許で説明されている

取り決めによって、酸素の摂取および二酸化炭素の生成に関する個々のパラメー

タをモニタリングすることができ、これにより、呼吸の分析を、自然な周囲条件

の下での心律動の測定と結びつけることが可能となる。
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      【０００４】 

  この既知の教示内容によれば、被験者に取り付けられる携帯用ユニットは、呼

吸マスクの他に、測定すべき気体のＯ2値およびＣＯ2値を決定するための気体分

析装置を具備する。心拍数モニターが設けられる他に、該モニターの出力信号が

、携帯用ユニットの構成要素であるマイクロプロセッサへ送られる。測定値は、

内部メモリに堆積され、かつ、遠隔測定構成要素によって、遠隔測定受信器へ転

送され、該遠隔測定受信器は、パーソナルコンピュータシステムに接続されてい

る。

      【０００５】 

  ＰＣＴ－ＷＯ９８／５３７３２号特許によれば、回転翼（rotating vanes）を

具備する特殊な流量計により、呼吸気体の体積流量が測定され、該回転翼の運動

は、赤外線発光ダイオード素子によりモニタリングされる。

      【０００６】 

  携帯用ユニットと、基地局およびパーソナルコンピュータとの間における遠隔

測定データ送信経路によって、作業肺活量測定器により測定されたデータを、表

示とその後の評価および処理とのために集めることが可能になる。

      【０００７】 

  しかしながら、得られた値を診断のためにより有用なものとすべく、担当医師

がテストの詳細の決定に積極的に貢献することを可能にするためには、最高技術

水準において提供される以上のさらなる測定が必要とされる。

      【０００８】 

  さらに、既知の携帯用システムは、使用するには入り組んだ複雑なものであり

、かつ、頻繁に変わる被験者に教示するにはあまりにも多くの時間が必要とされ

る。

      【０００９】 

    【発明が解決しようとする課題】

  したがって、本発明の目的は、コンピュータ支援基地局の他に、被験者に取り

付けることができる携帯用測定ユニットを具備する、さらに発展した移動式作業

肺活量測定システムを提供することであり、該システムによって、直接的なオン
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ライン入力によりテストの進行に影響を与えかつ該テストの進行を最適化するこ

とが可能となり、その一方で同時に、このようなシステムは、被験者およびテス

トを実行する責任がある人物の両方によって、より容易に受け入れられる。さら

に、メモリ空間を最適化するような方法で、測定データを携帯用測定ユニットに

記憶する機会を提供することが意図されており、これにより、万一データ送信に

関する遠隔測定手段が一時的な障害を被ったとしてもデータが保持され、この結

果、実験の数およびこれにより被験者の緊張を最小限にすることができる。

      【００１０】 

    【課題を解決するための手段】

  本発明の目的は、請求項１において与えられる特徴による移動式作業肺活量測

定システムにより達成される一方で、従属請求項は、少なくとも好都合な実施形

態と、さらなる展開とを具備する。

      【００１１】 

  したがって、本発明の基本的な考えは、前記測定ユニットの操作および／また

はテストの進行に関する情報または指示を、テストの実施を担当する人物が伝達

できるように（すなわち、被験者へ送信できるように）、操作を支援するための

音声モジュールを備えた特殊な二方向遠隔測定素子を開示することにある。装置

に関する技術的情報を、音響的手段により出力することもまた可能である。例え

ば、自分自身のテストを行う被験者は、例えば、“呼吸気体チューブの欠陥”に

ついて報告することができる。

      【００１２】 

  本発明によれば、前記携帯用測定ユニットの信号処理装置は、受信した符号化

コマンドを、変換のための音声モジュールに対して伝導することが可能であり、

該音声モジュールは、測定データについての情報の他に、被験者の行動に関する

指示または他の指示を表す音声信号を発することができるように設計される。次

に、これらの信号については、例えば、イヤホンまたは他の聴覚変換器（audito

ry transducer）によって、被験者に対して利用可能にすることができる。

      【００１３】 

  前記携帯用測定ユニットは、操作制御、測定、および、通信という機能の他に
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、測定値の計算および記憶を含む、作業肺活量測定システムの全ての機能を遂行

するように設計される。本発明の好ましい実施形態において、基地局内の遠隔測

定ユニットは、自動周波数選択装置を具備し、これにより、周波数帯域を走査し

た後に、および／または、テストデータの送信手順および該送信結果の評価手順

の後に、送信品質が最適であると予想され得る遠隔測定周波数を決定することが

できる。このテスト送信については、実験の始めに実行することができ、この場

合には、例えば、受信されている信号のフィールド強度のモニタリングに基づい

て、検査を自動的に反復することも想到され得る。

      【００１４】 

  前記測定ユニット内に組み込まれた心拍数検出器に加えて、マルチチャンネル

ＥＣＧモジュールが設けられ、これにより、作業肺活量測定データおよび心臓学

的データが、信号処理装置と関連して、同期的にモニタリングされる。この測定

データの同期的収集および提示の結果として、値の間における時間的な関係が直

ちに識別可能であり、これにより、データに関する診断上の妥当性および情報内

容が高められる。

      【００１５】 

  特にデータのバックアップを行う目的のための、中間的な記憶のために、前記

測定ユニット内にはメモリが設けられ、該メモリは、吸い込まれる各呼吸、また

は、予め指定された期間または時間間隔のいずれかと関連して、選択可能なフォ

ーマットでデータセットを堆積することができるように設計される。

      【００１６】 

  前記信号処理装置は、収集されたデータから作業肺活量測定値を計算すること

を可能にし、計算結果は、メモリに記憶され、かつ／または、被験者に表示また

は伝達される。

      【００１７】 

  前記信号処理装置は、計画されたテストの進行と比較して、実際に発生する事

象または実際に収集されているデータの順序を考慮に入れながら、外部コマンド

に基づいて、または、自動的に、行動に関する指示を検出することができ、かつ

、これらの指示を音声モジュールによって被験者に伝達することができる。この
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目的のために、音声モジュールはディジタルメモリを含み、該ディジタルメモリ

には、音響的に表すことができる情報に関する単語、単語グループ、および、他

の項目が堆積される。

      【００１８】 

  前記信号処理装置によって、ディジタルメモリに記憶された単語または単語グ

ループから、現在のコマンドを表す単語セットを、調整された方法で選択し、組

み合わせ、かつ、送信することが可能である。

      【００１９】 

  前記携帯用測定ユニット内のさらなるセンサーによって、呼吸気体センサーに

より信号で送信された値については、例えば、呼吸気体の周囲温度または湿度を

測定することにより校正および訂正することができる。

      【００２０】 

  前記携帯用測定ユニットは、遠隔測定データ送信手段だけでなく、基地局へ、

または、適切な評価ソフトウェアを備えられたパーソナルコンピュータへ（好ま

しくは、電線により）データを送信するための標準インターフェースをも提供す

る。

      【００２１】 

  前記基地局は、補足的サブアセンブリとして設計することができる二方向遠隔

測定ユニットへの接続を生じさせるためのインターフェースを具備する。これに

より、例えば、基地局については、テストを実施する人物の職場におけるパーソ

ナルコンピュータの形で設定することができ、その一方で、遠隔測定ユニットは

、高周波送信のために最適な場所に、離間して配置される。

      【００２２】 

  機能的に、前記携帯用測定ユニットは、ほぼ等しい重量およびサイズである２

つのハウジング構成要素の間で全てのハードウェア構成要素が再区分されるよう

な方法で構成される。２つのハウジング構成要素は、ケーブルにより互いに接続

される。携帯式システムは、２つの部分からなる測定ユニットを被験者の肩／鎖

骨領域において支持できるように提供され、これにより、被験者は、ほとんど制

約なしに動くことができ、かつ、該測定ユニットを余分な負荷として被らない。
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取り付けポイントは身体の非常に上方の部分なので、マウスピースまたはマスク

からの導管を非常に短くすることができ、かつ、遠隔測定モジュールからの信号

を放射するためのアンテナは最適に機能する。

      【００２３】 

  電源として機能するための二次的素子を前記ハウジングの１つに組み込むこと

もまた好ましい。このことは、記憶バッテリーとこれらのバッテリーを実際の測

定ユニットに接続するための関連ケーブルとを備えた別の素子を被験者が携帯す

ることを不要にする。

      【００２４】 

  前記ハウジングの少なくとも１つにおいて、操作および表示手段が、例えば、

発光ダイオードと組み合わせたメンブレンキー（membrane keys）の形で存在し

、これにより、被験者が、測定ユニットと視聴覚的に通信し、かつ、該ユニット

を操作することが可能となる。

      【００２５】 

  前記携帯用測定ユニットそれ自体における作業肺活量測定パラメータの計算に

関する信号の予備的処理（preprocessing）は、被験者が該測定ユニットから情

報を直接的に受信できるように計画される。これにより、携帯用測定ユニットに

ついては、独立的に操作することもでき、この場合に、測定データは、前述した

メモリに記憶される。したがって、単にデータをダウンロードすることにより、

これらのデータを後で評価することが容易にできる。

      【００２６】 

  前記携帯用測定ユニット内のデータバックアップ用メモリは、該ユニットの電

源が切られた後でも、メモリ内容が指定された時間だけ維持されるように設計さ

れる。信号処理システムによって、遠隔測定データ転送における割り込みが検出

された場合には、携帯メモリユニットは、内部記憶装置に完全に切り替わること

ができ、作業肺活量測定に関連した運動を反復する必要はない。つまり、測定デ

ータは、基本的に、中間記憶装置にバッファリングされる。

      【００２７】 

  本発明の一実施形態において、前記測定ユニットは、補足的装置またはセンサ
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ーの接続のためのさらなるインターフェースを具備することができ、該補足的装

置またはセンサーによって、例えば、血圧、皮膚温度などを測定することにより

生体機能を評価することができ、かつこれにより、これらの生体機能を、テスト

が進行する際に考慮に入れることができる。

      【００２８】 

  前記携帯用測定ユニットの音声制御の根底にある“インテリジェント”ソフト

ウェアは、ディジタル的に記憶された、および／または、合成的に発生した単語

または単語グループを、直接的に発することを可能にするだけでなく、特定の要

求またはコマンドに関連して一緒に連結することも可能にする。これらのコマン

ドについては、実験またはテストを実施する人物により、基地局内の遠隔測定モ

ジュールによって教示することができるだけでなく、テスト中にある測定値また

は制御値に遭遇した場合にいつでも測定ユニットそれ自体により自動的に発生さ

せることもできる。

      【００２９】 

    【発明の実施の形態】

  以下に、本発明について、図面を利用しながら、例示的な実施形態を参照して

説明する。

      【００３０】 

  図１に示すような作業肺活量測定（ergospirometry）システムは、その入力と

して、フェイスマスクまたはマウスピース１を有しており、該フェイスマスクま

たはマウスピース１は、流量／体積センサー２を通して呼吸気体を送り、次に、

吸引ライン３は、この気体をセンサー４，５へ伝導し、該センサー４，５は、こ

の気体のＣＯ2濃度およびＯ2濃度を、それぞれ決定する。

      【００３１】 

  前記呼吸気体がこのような方法で案内される場合に、測定値を、原則的に、ブ

レスバイブレス（breath-by-breath）手順で得ることができるが、気体混合チャ

ンバ（gas-mixing chamber）を用いることもできる。作業肺活量測定の分析に関

する所望の最適化を、それ相当に高い信号分解能によって達成するためには、ブ

レスバイブレス手順が好ましい。
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      【００３２】 

  前記流量／体積センサー２およびＣＯ2／Ｏ2センサー４，５からの出力データ

は、データ収集ユニット６へ送られ、該データ収集ユニット６は、測定信号を評

価する他に測定順序を制御するためのプロセッサ８に接続されている。同様に、

制御ユニット８は、気体ポンプ９へ信号を送ることが可能であり、これにより、

吸引ライン３における所望の流量レベルが維持または達成される。

      【００３３】 

  さらに、前記データ収集ユニット６が、例えば、周囲温度センサー１０および

／または湿度センサー１１のような他のセンサーから信号を受け取ることが可能

である。これらのセンサー１０，１１の信号については、センサー４，５から得

られた呼吸気体の分析を校正または訂正するために用いることができる。

      【００３４】 

  図２のブロックによれば、携帯用測定ユニット（portable measurement unit

）は、送受信アンテナ７を備えた遠隔測定（telemetry）モジュール１２を備え

、該送受信アンテナ７は、基地局の遠隔測定ユニットとの二方向接続を生じさせ

ることが可能である。

      【００３５】 

  インターフェースモジュール１３は、パーソナルコンピュータ、コンピュータ

支援基地局（computer-assisted base station）、または、他の医療技術装置（

medical-technical device）のような、該インターフェースモジュール１３に接

続できる装置との直接的な通信を仲介する。

      【００３６】 

  信号処理システム１４は、全てのモニタリング操作および制御操作の実行を管

理し、かつさらに、携帯用測定ユニットにおいて得られたデータの計算および記

憶を制御する。後者の目的のために、メモリモジュール１５は、信号処理システ

ム１４に接続されており、該信号処理システム１４は、さらに、音声による操作

指示の出力とデータの音響的表現とのために設けられた音声モジュール１６に接

続されている。作業肺活量測定構成要素１７は、信号処理システム１４により監

督され、かつ、図１によれば、被験者または患者２２からの入力を受け取る。他
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の測定信号は、マルチチャンネルＥＣＧ１８へ送られ、かつさらに、被験者の瞬

時心拍数は、心拍数検出器１９によりモニタリングされる。

      【００３７】 

  操作および表示手段２０は、信号処理装置による測定ユニットの測定順序およ

び／または信号の瞬時状態を教示するために設けられており、これにより、被験

者には、十分に情報が知らされ、かつ、適切な場合には、被験者は、測定の進行

に人為的に影響を与えることができる。

      【００３８】 

  電源モジュール２１は、測定ユニットの全体的な電力消費を最小限にする目的

で、例えば、さしあたっては必要のないモジュールまたはユニットのような、電

圧の安定性のための二次的素子および回路の両方を含む。その理由は、これらの

機能が、電流測定プロセスに寄与せず、かつ、いわゆるスリープモードにするこ

とができるためである。

      【００３９】 

  図３による基地局は、インターフェース２４を備えたパーソナルコンピュータ

２３からなり、該インターフェース２４によって、遠隔測定ユニット２５への接

続を生じさせることができる。遠隔測定ユニット２５については、パーソナルコ

ンピュータ２３から多少の距離をおいて配置することができ、かつ、該遠隔測定

ユニット２５は、送信手段２６により該パーソナルコンピュータ２３と通信する

ことができ、該送信手段２６については、無線（赤外線）または有線接続により

実装できることが好ましく、このように離間する目的は、実際の高周波の遠隔測

定接続を生じさせるために最適な相対的配置を達成することである。

      【００４０】 

  前記測定ユニット内の処理装置によって、または、パーソナルコンピュータ２

３および該パーソナルコンピュータ２３の内部に供給されたソフトウェアによっ

て、遠隔測定のための周波数を自動的に選択することができる。例えば、周波数

帯域を走査した後に、および／または、試行の後にテストデータを付け加えた後

に、現在の環境において最適な送信品質をもたらす可能性が高い特定の周波数を

、選択しかつ設定することができる。
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      【００４１】 

  例えば、もちろん、国々に特有の制約に応じて他の周波数範囲を提供すること

もできるが、実質的には４３０～４７０ＭＨｚの周波数範囲について走査するこ

とができる。

      【００４２】 

  図４による携帯用測定ユニットの例示的実施形態において、該ユニットは、２

つのハウジング構成要素２７，２８の形で設計されており、該ハウジング構成要

素２７，２８は、ケーブル２９により、互いに電気的に接続されている。

      【００４３】 

  特殊安全ベルト３０は、被験者の身体に取り付けられ、かつ、ハウジング構成

要素を身体の上方領域（肩／鎖骨の近傍が好ましい）において調節する。

      【００４４】 

  特に、前記ハウジング構成要素２７は、アンテナ３１を備えた遠隔測定モジュ

ールを含む。操作および表示素子（ここでは、ピンアンドソケット（pin-and-so

cket）式コネクタと同様に、個々には図示せず）は、音声通信のためのイヤホン

の接続に関する測定ユニットの操作を支援する。ハウジング構成要素２７，２８

は、図に示されるように、身体の上方部分に配置されているので、被験者は、緊

張のテストに必要な特定の活動の実行を最小限に妨げられるに過ぎず、かつ、好

都合なアンテナ位置は、遠隔測定のために最適な送信経路を生じさせる。

      【００４５】 

  概して、本発明は、新奇な、さらに発展した移動式作業肺活量測定システムの

提供に成功し、該システムによって、呼吸気体の分析を、十分に自然な条件およ

び緊張状況における心臓学的（cardiological）パラメータの測定と組み合わせ

て実行することができる。さらに、テストを実施する人物は、測定データをオン

ラインで収集してこれらのデータを評価するためにだけでなく、行動に関する指

示を送ることによりまたは測定ユニットの制御に介入することによりテストの進

行に直接的に影響を与えるために、二方向の遠隔測定送信経路を用いることが可

能となる。

【図面の簡単な説明】
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    【図１】   作業肺活量測定システムの典型的な機能ユニットを示す図であ

る。

    【図２】   携帯用測定ユニットのブロック図である。

    【図３】   遠隔測定モジュールを備えた基地局を示す図である。

    【図４】   携帯用システムにより、移動式作業肺活量測定システムの２つ

のハウジング構成要素を被験者の身体に取り付けることができる方法を示すため

の、移動式作業肺活量測定システムを示す図である。

    【符号の説明】

１  マスク／マウスピース

２  流量／体積センサー

３  吸引ライン

４，５  ＣＯ2／Ｏ2センサー

６  データ収集ユニット

７  遠隔測定モジュールの送信／受信アンテナ

８  制御ユニット

９  ポンプ

１０  温度センサー

１１  湿度センサー

１２  遠隔測定モジュール

１３  インターフェースモジュール

１４  信号処理装置

１５  メモリモジュール

１６  音声モジュール

１７  作業肺活量測定構成要素またはモジュール

１８  マルチチャンネルＥＣＧモジュール

１９  心拍数検出器

２０  操作／表示素子

２１  電源

２２  被験者
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２３  パーソナルコンピュータ

２４  インターフェース

２５  遠隔測定ユニット

２６  送信経路

２７，２８  ハウジング構成要素

２９  接続ケーブル

３０  安全ベルト

３１  アンテナ

【図１】
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【図２】
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【図３】
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【図４】
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【手続補正書】特許協力条約第３４条補正の翻訳文提出書

【提出日】平成１４年１月３日（２００２．１．３）

【手続補正１】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】特許請求の範囲

【補正方法】変更

【補正の内容】

【特許請求の範囲】

    【請求項１】   被験者の身体に取り付けることができる携帯用測定ユニッ

トにして、呼吸気体を集めるためのマウスピースまたはマスク（１）と、気体の

体積または量のためのセンサー（２）と、呼吸気体内のＣＯ2／Ｏ2濃度を決定す

るためのセンサー（４，５）と、信号処理ユニット（１４）と、遠隔測定モジュ

ール（１２）とを組み込む携帯用測定ユニットと、

  遠隔測定モジュール（１２）への無線接続を生じさせるための遠隔測定ユニッ

ト（２５）を有するコンピュータ支援基地局と

を具備する移動式作業肺活量測定システムにおいて、

  前記遠隔測定モジュール（１２）によって、遠隔測定ユニット（２５）への二

方向送信経路が、データおよびコマンドを送信するために設定され、この目的の

ために、送受信器サブアセンブリが各々の場合において設けられ、これにより、

さらに基地局から、測定ユニットの操作に関する情報または要求を被験者へオン

ラインで伝達することが可能であり、かつ／または、テストの進行を変更するこ

とが可能であり、

  前記信号処理ユニット（１４）は、受信した符号化コマンドを、行動に関する

指示または類似的な情報の変換および音声出力のための音声モジュール（１６）

へ送信することを特徴とする移動式作業肺活量測定システム。

    【請求項２】   前記基地局内の遠隔測定ユニット（２５）は、自動周波数

選択装置を具備し、これにより、周波数帯域を走査した後に、および／または、

テストデータの送信手順の後に、最適な送信品質をもたらすと予想される遠隔測

定周波数を設定することができることを特徴とする請求項１に記載の移動式作業
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肺活量測定システム。

    【請求項３】   前記測定ユニットは、心拍数検出器（１９）と、マルチチ

ャンネルＥＣＧモジュール（１８）とをさらに具備し、これにより、作業肺活量

測定データおよび心臓学的データの検出および記憶が、信号処理装置（１４）に

より同期的に実行されることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の移動

式作業肺活量測定システム。

    【請求項４】   前記測定ユニット内のデータのバックアップを行うための

メモリ（１５）が設けられ、これにより、データセットは、指定されたフォーマ

ットで該メモリ（１５）に記憶され、かつ、該データセットは、選択可能な間隔

の間に、選択可能な開始時刻によって、各々の連続的呼吸に、および／または、

全てのまたは選択されたパラメータに関して測定されたデータの全順序に特定的

に関連づけられたデータを具備することを特徴とする請求項３に記載の移動式作

業肺活量測定システム。

    【請求項５】   前記信号処理装置（１４）によって、作業肺活量測定パラ

メータは、得られたデータから計算され、かつ、これらの計算されたデータは、

メモリ（１５）に記憶され、かつ／または、表示することができ、または、被験

者へ音響的に伝達することができることを特徴とする請求項４に記載の移動式作

業肺活量測定システム。

    【請求項６】   前記信号処理装置（１４）は、外部コマンドの有無によら

ずに、利用可能な測定データから、および／または、実験の進行から、被験者の

行動に関する指示を得て、かつ、これらの指示を音声モジュール（１６）によっ

て被験者へ送信することを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の

移動式作業肺活量測定システム。

    【請求項７】   前記音声モジュール（１６）は、ディジタルメモリを具備

し、該ディジタルメモリには、情報を音響的に表す単語、単語グループ、および

、他の手段が記憶されることを特徴とする請求項１から請求項６のいずれかに記

載の移動式作業肺活量測定システム。

    【請求項８】   前記信号処理装置（１４）によって、ディジタルメモリに

記憶された単語または単語グループから、現在の状況に適切なコマンド指向の単
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語の組み合わせが、調整された方法で選択され、連結され、かつ、出力されるこ

とを特徴とする請求項７に記載の移動式作業肺活量測定システム。

    【請求項９】   前記測定ユニットは、呼吸気体の周囲温度を検出するため

のセンサー（１０）、および／または、呼吸気体の湿度を検出するためのセンサ

ー（１１）、および／または、差圧値のような他の関連量を検出するためのセン

サーを具備し、次に、これらのセンサーの信号は、呼吸気体センサーにより信号

で送信された値を校正および訂正するために用いられることを特徴とする請求項

１から請求項８のいずれかに記載の移動式作業肺活量測定システム。

    【請求項１０】   前記携帯用測定ユニットは、基地局、パーソナルコンピ

ュータ、または、医療技術装置とデータを交換するためのさらなるインターフェ

ース（１３）を具備することを特徴とする請求項１から請求項９のいずれかに記

載の移動式作業肺活量測定システム。

    【請求項１１】   前記基地局は、補足的サブアセンブリとして設計される

二方向遠隔測定ユニット（２５）との接続を生じさせるためのインターフェース

（２４）を具備することを特徴とする請求項１に記載の移動式作業肺活量測定シ

ステム。

    【請求項１２】   前記携帯用測定ユニットは、ケーブル（２９）によって

接続された２つのハウジング構成要素（２７，２８）からなり、かつ、携帯用安

全ベルト（３０）またはフレームによって、該ハウジング構成要素（２７，２８

）は、各々が、肩／鎖骨の近傍における身体の上方部分に配置されることを特徴

とする請求項１から請求項１１のいずれかに記載の移動式作業肺活量測定システ

ム。
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